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本論文は、ツイートに代表されるマイクロブログに対して、高性能な検索手法を提案したも
のである。ツイートは、.政治家の政策を語る場であったり、アーティストのコンサート告知で
あったり、多種多様な用途で、世界中で使用されている簡便な SNS のひとつである。しかし、

長文の多い通常のブログやニュース記事と異なり、一度の「つぶやき」が短文で、ハッシュタ
グや U肌、省略語が多いこと、またa部手陛を有することなど、独自のテキスト文化を形作って

いる。ツイートに含まれる有用で貴重な情報を抽出するためには、多くの挑戦的な問題を含有
している。こういった問題に対処できる技術を幾つかの側面で提案し、実証実験したのが本論
文である。

論文の構成は第1章で、対象とする問題の全体像を述べ、第2章で問題解決のために提案す
る技術を理解するためのテキストマイニング、情報検索、深層学習等の背景知識をまとめてい

る。第3 章では、世界最先端の関連技術を述べている。第4章では、マイクロブログ検索のた
めの新しい提案である各種の特徴量、特に艮卵寺陛を捉える特徴量、セマンティックな言語モデ
ル、ならびにそれらを用いた検索後のりランキング(剛順位付け)手法を提案している。第 5
章では、検索意図に相当するトビックに着目した検索質問の拡張方法として、ユーザの検索意

図と検索質問の間のセマンティックギャップを埋めるフレームワークを示している。特に従来
の擬似適応フィードバック手法と異なり、深層学習を導入し、候補ツイートを時間的関連度と
いう新尺度のもとで選択する技術を述べている。第6 章では、本論文を総括し、今後の展望に

ついて述べている。

論文内容 の 要

SNS の中でもマイクロブログとしての Twitt田は、世界で 3 億人以上のアクティブなユーザ
が利用し、政治的なメッセージから、様々な出来事に関するつぶやきまで、多くのユーザが存

在している。各ツイートは、主として短い文章からなるが、そのメッセージ性は、世界のトレ
ンドを把握する重要な情報源である。この背景から、米国政府機関が支援するTREC(国際的な

テキスト検索コンテスト)では、 20H 年以降Twitter を利用 Lたコンテストがn剛崔されている。

本論文では、 TREC で提供されたデータを使って、 TMuer に代表されるマイクロブログに対

する検索問題に焦点をあてている。マイクロブログ検索では、通常の文書検索と大きく異なる
幾つかの挑戦的な課題を内包している。マイクロブログがヲ戸常に短い文章であること、マイク
ロブログ特有の俗語、省略語、ハッシュタグ、URL などが多いこと、同じ対象でも多数の別表

現儒吾粂ミスマッチ)が存在すること、りアルタイム性が強く特定の注目されるトビックで多
数の投稿が集中することなど独特の文化があり、これらを芳慮した検索手法が彪、須となる。

本論文では、検索技術の中でも重要な2つの技法に焦点をあてている、ーつは、検索結果の
リランキング(再順位付け)手法であり、もうーつは検索質問拡張技術である。

第4章では、マイクロブログの再順位付け技術に焦点をあて、20以上の独自の特徴量を定義
している。特にりアルタイム性に着目し、「最新を表現するスコア」と殉寺系列データとしての
バースト性」という新特徴量を導入し、これらの特徴量を用いた再乢酬立付け手法で、 TRECで発

表された従来の検索手法よりも優れた検索精度を達成している。

第 5 章では、検索質問拡張に関する新技術を述べている。具体的には、検索で常に問題とな
るユーザの検索意図と、実際の検索時にクエリとして入力される語句との時間的・意味的なギ

ヤップを埋めるため、「時間的関連度」、「セマンティック関連度」等の新特徴量を導入してい

る。また、検索時におけるトピックに着目し、一定時間内に集中して投稿されるツイートを選

択するために、C-LSTMと呼ぱれる深層学習手法を適用し、効果的な検索質問拡張に成功してい

る。結果として、 TRECデータにおいて、世界最高性能の検索精度を達成している。
上述のように、マイクロブログを対象とした情報検索において世界最先端技術を開拓した点

と、当該分野の技術発展に貢献した点は高く評価できる。以上により、本論文は博士(工学)

の学位論文に相当するものと判定した。
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